



















・現職教育への影響に関する勧告J( Recornmendat ion on the Changing Role of the Teacher 
































































































































































































































































































































生涯教育(EducsLion PermanenLe/Lifelong Integrated Education)は， 1965年 12月にノミリ
で開催されたユネスコの第三回成人教育推進国際委員会において提出されたラングラン (L一川grand，













































































おける青少年非行とその対応の基本的方策-J，東京都生活文化局， 1982，p. 410 
(2) 向上， P. 280 
(3) 向上， pp. 41 - 420 
(4) 向上， p. ，120 
(5) 向上。
(6) I可上， p. '130 













革一諸外国と日本-~，第一法規， 1980， p. 359) とし、う現状も認識しておかなければ
ならなし、。
ω 前掲報告書， pp. 43 -440 









(13 向上， p. 3530 
ω 高倉朔 rc 付〕ユネスコ『教員の役割の変化と教職の準備 s 現職教育への影響に関する勧告~ J ， 
真野宮雄@津布楽喜代治編『現代の教師像一専門職性の確立一-~，第一法規， 1977 ， P.2100 
住手 向上， pp. 217 - 2190 
回向上， p. 2230 
ω 向上， p. 2120 
(18) 向上， pp. 212 - 2130 
(19) 向上， p.2130 なお，勧告での rc 教育にたずさわる教員以外の職業人及び専門家jの項
















倒 liiJ掲報告書， p. 440 なお，間報告書では具体的な施策として，①スクール@カウンセラーの
配置，②校務分掌の「教務，生活指導，保健，進路指導jに加えて「教育相談jを併置，③諸機
関 8 諸国体とのノミイプ役となって活動する教師の育成，@生活指導，教育相談を専門とする指導
主事を全区@市に配置，などが挙げられている〈向上， pp. 44 - 45 )。
ω 国立教育研究所ー内日本地絞教育学会「教師教育j共同研究委員会編， 前掲書， p.3230
(2~ 向上， p. 3100 












の)理論一一生徒指導と生活指導と一一~ ，明治図書， 1976， pp. 222 - 223 ) 
また，沢田は，ハンフリーズ(日出l1prueys， J ' A. )およびトラックスラー(Traxler， A. 




























能については，飯田芳郎，前掲書， p. 18，p. 78，飯田芳郎「学校における児童・生徒指導J， 
吉本二郎・真野宮雄・宇留田敬一編『全教職員が担う児童・生徒指導の経営~ (新教育を創造す
る学校経営 4)，東京書籍， 1980，pp. 55-56，p. 64 等を，またフ このような考え方に対
する考察としては，木原孝博『生徒指導の理論~ (教育学大全集33)，第一法規， 1982， pp. 55 
-66等を参照されたい〉の充実をも忘れてはならなし、。また， rゆとりのあるしかも充実した学
校生活jのためには，教科の指導だけではなく，特別活動の展開が注目されなければならなし、。










1982 )には注呂すべき提言が多い。特に，アレクサンダ~ ・ B ・レーマン「人間定住社会づくり






視点と方策~ ，教育開発研究所， 1981， pp. 185 - 198 )。また， この二つの観点については，
清水義弘『地域社会と学校~ (光生館， 1980)に詳しく論ぜられてしる。
凶 拙稿「生徒の逸脱行動に関する生徒指導研究の視角J，大塚学校経営研究会編『学ぢ経営研究』
第 8巻， 1983， pp. 90 - 92を参照されたし、。
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